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令和７年度 熊本北高校ハイブリッド
型ＳＳＨ成果発表会 開催！

図１ 発表会の様子

各分野の代表班が、これ
までの取り組みや探究活
動の成果を発表しました。
質疑応答ではSSH運営
指導委員の先生方の質
問とともに生徒からの質
問も出ていました。今年度
は会場前ホールに課題研
究等で作成したポスター
を掲示しました。審査の結
果、自然科学部化学班が
最優秀賞に選ばれました。
化学班は、「令和８年度Ｓ
ＳＨ生徒発表会」に学校
代表として出場します。

３月１８日（水）、熊本県立
劇場にて熊本北高校ハイ
ブリッド型ＳＳＨ成果発表
会を行いました（図１）。卒
業生講演では、パナソニッ
クエナジー株式会社にご
勤務の３３期生 衛藤愛羅
様から「高校時代に実践
して、大学や社会人で役
立ったこと」をテーマに、高
校時代の取り組みが大学
で取り組んだことや現在
の仕事にどのように生きて
いるのかについて御講演
いただきました。発表では
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SSH特別講演会を行いました
「熊本県立大学における

半導体関連人材育成について」

シンガポールSST校と姉妹校協定を締結

図３ 姉妹校協定調印式の様子

シンガポールにあるSST（School of Science
and Technology）という学校と本校は、2015
年より（コロナ禍の中断期間を除き）、SSH（スー
パーサイエンスハイスクール）活動や英語科の修
学旅行などを通じて長年交流を続けてきました。こ
の度、これまでの厚い信頼関係と交流の歴史を背
景に、同校と正式に姉妹校協定を締結しました。
去る１月、英語科の修学旅行で同校を訪問した際
に調印式を執り行いました（図３）。本協定は
2027年から本格運用となります。今後はこれまで
以上に相互交流を活性化させ、国際理解とグロー
バルな視野を養う機会をいっそう広げていきます。

２月２０日（金）に熊本県立
大学理事長 黒田忠広様を
お招きし、SSH特別講演会
を行いました（図２）。黒田
様は、米国電気電子学会と
電子情報通信学会のフェ
ロー、半導体のオリンピック
と称される国際会議ISSCC
で60年間に最も多くの論文
を発表した世界の研究者

図２  講演会の様子

10人に選ばれるなど、半
導体研究において第一
人者として活躍されてい
ます。2027年度開設予
定の熊本県立大学半導
体学部の紹介と、半導体
についての過去、現在、
未来について様々な視点
からお話されました。講
演の中で近い将来、汎用

的なAIが身近なものに
なるときに、人の役割とし
て「社会課題の発見」
「汎用人工知能への的
確な指示」「最終的な意
志決定」が重要であると
話されました。難解な内
容も分かりやすく話され、
生徒たちも興味を持ちな
がら聞いていました。
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